
〇所沢市地域公共交通計画（＝地域公共交通のマスタープラン）の策定について

第５章 所沢市地域公共交通計画
・地域公共交通将来像
・基本理念、基本方針、計画期間、目標設定
・施策の体系、スケジュール ・評価指標、評価方法

第２章 所沢市の概況
・地勢・土地利用、社会状況

第１章 策定の背景と位置付け
・策定背景
・計画の位置付け ・上位・関連計画等の整理

第４章 現状・問題のまとめと課題の設定
・問題整理と地域公共交通の３つの課題

第６章 用語解説 策定過程

『地域公共交通計画の構成』

第３章 地域公共交通の状況と利用実態
・地域公共交通の状況
・地域公共交通の利用実態

目標③
多様なニーズに応える
利用しやすい公共交通
環境の整備

関連が深いリーディングプロジェクト
（３）元気でいきいき“健幸長寿のまち”の実現

（４）人と自然が共生するまち“エコタウン所沢”の実現

第６次所沢市総合計画

基本理念
人が集い、出会い、巡り、憩う街
～ 公共交通でつながる まち と わたし～

人を中心にした
マチづくり

市民生活を支える公共交通
サービスの提供

多様なニーズに応える利用しや
すい公共交通環境の整備

ゼロカーボンシティを含めたサ
スティナブルな街づくりを担う
公共交通サービスの提供

自然と調和し安心して住み続けられる
持続可能で魅力的な街

所沢市都市計画マスタープラン

“人と人”、“人と自然”との絆で、
子どもたちの未来を紡ぐエコタウン所沢

所沢市マチごとエコタウン推進計画

基本方針①
地域の暮らしを支える
公共交通

基本方針②
いつでも安心して利用
できる公共交通

基本方針③
これからも持続可能な
公共交通

目標①

ｺﾝﾊﾟｸﾄ･ﾌﾟﾗｽ･ﾈｯﾄﾜｰｸの実現に
向けた取り組み

市民意識醸成や公共交通全体の
活性化に向けた取り組み

目標③
目標④

目標⑤

利用人数の増加 ↗
ところバス収支率 →
公共交通利用圏内の人口割合 →

交通施策の満足度 ↗
ﾓﾋﾞﾘﾃｨ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの実施 3回／年
EV・FCV車両導入 ２台／５年

指標 指標 指標

『基本理念と基本方針』
“人が集い、出会い、巡り、憩うことができる場所で、人を中心にした営みが、街
を作り未来に伝わっていく、そして、多様な場面において公共交通が人と街をつな
ぐ存在であり、これからもそうあるように。”という想いを込めた基本理念を掲げ、基本
方針から目標を設定します。また、目標に向けた施策の取り組みはPDCAサイクルで評価してい
きます。

き

『目標達成に向けて取り組む施策』
目標達成に向けて取り組む施策を打ち出しました。

目標②

基本方針 目標

基本方針3
これからも持続可能
な公共交通 目標⑤

ゼロカーボンシティを
含めたサスティナブル
な街づくりを担う公共
交通サービスの提供

基本方針2
いつでも安心して
利用できる公共交通

基本方針１
地域の暮らしを支え
る公共交通

目標①
市民生活を支える公共
交通サービスの提供

目標達成に向けた施策

施策01地域の生活スタイルに
合った公共交通の運行

施策06快適な待ち合い環境の
整備

施策02 公共交通の役割分担と
連携強化

施策03 交通環境の改善による
定時運行性の確保

施策04 街づくりと地域公共交
通の連動

施策10 誰にでもわかりやすい
運行情報の提供

施策09 観光資源との連携強化

施策08デジタル技術を活用し
た使いやすい情報サー
ビスの提供(MaaS)

施策14 新技術を活用した交通
システムの調査・研究

施策12 地域で育てる公共交通

施策05 東京都とのアクセスを
高める鉄道延伸に向け
た活動

施策07交通機関のユニバーサ
ルデザイン化・バリア
フリー化

施策11 地域公共交通の持続可
能な運営の確立

施策13 ゼロカーボンシティへ
の貢献

所沢市地域公共交通計画の基本理念
人が集い、出会い、巡り、憩う街
～公共交通でつながる まちとわたし～

地域公共交通の確保

地域公共交通の改善

地域公共交通の維持

目標③
多様なニーズに応える
利用しやすい公共交通
環境の整備

目標④
市民意識醸成や公共交
通全体の活性化に向け
た取り組み

目標②
コンパクト・プラス・
ネットワークの実現に
向けた取り組み

資料３－２



地域公共交通の位置付けと役割（現状）

将来像に描いた取り組み
〇現在の西武バス路線の存続
〇ところバス・ワゴンの展開
〇市内すべての公共交通の相互連携
〇近隣市町との連携
〇郊外の交通空白地域の移動手段のあり方検討
（公共交通、地域の力、タクシーなど）
〇街づくりや観光資源との連携 など

目標達成に向けて施策に取り組み、目指す将来像


